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転
に
つ
い
て
も
本
年
２
月
に
新
事
務
所
へ

の
移
転
が
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
県

連
の
Ｄ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
機
能
の
拡
充
な
ど
事

務
所
機
能
の
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

日
々
変
化
す
る
中
、
将
来
を
見
据
え
て
活

動
し
、
事
業
者
に
寄
り
添
い
支
え
る
商
工

会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
津
田
宏
氏
（
安
芸
太
田
町
商

工
会
長
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・
第
１
号
議
案

　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認
の

件
（
監
査
報
告
）

・
第
２
号
議
案

　

辞
任
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
関
す
る
件

　

な
お
、
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
滝

原
雄
太
理
事
が
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
会
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
た

こ
と
に
伴
い
、
理
事
を
辞
任
し
た
た
め
上

程
さ
れ
た
も
の
で
、
後
任
に
は
広
島
県
青

年
部
連
合
会
新
会
長
の
奥
本
隆
三
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

令
和
７
年
春
の

叙
勲
が
４
月
29
日

に
発
表
さ
れ
、
広

島
県
商
工
会
連
合

会
顧
問
の
熊
高
一

雄
氏
が
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
高
顧
問
は
、
平
成
12
年
５
月
か
ら
平

成
24
年
５
月
ま
で
広
島
県
商
工
会
連
合
会

理
事
、
平
成
24
年
５
月
か
ら
平
成
27
年
５

月
ま
で
副
会
長
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
令

和
３
年
５
月
ま
で
会
長
を
務
め
ら
れ
、
県

内
商
工
業
者
支
援
事
業
の
拡
充
お
よ
び
商

工
会
運
営
の
安
定
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
に
、
商
工
会
職
員
の
資
質
向
上
を
目

的
と
し
た
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
の
導
入
、
小
規

模
事
業
者
支
援
の
た
め
に
日
本
政
策
金
融

公
庫
各
支
店
と
「
小
規
模
事
業
者
等
の
経

営
支
援
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
す
る
な

ど
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施
。
ま
た
、

災
害
時
の
早
期
復
旧
を
目
指
す
事
業
継
続

力
強
化
支
援
計
画
策
定
の
普
及
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
熊
高
顧
問
が
長
年
会
長
を
務

め
た
安
芸
高
田
市
商
工
会
で
は
、
高
宮
町

商
工
会
理
事
就
任
以
来
、
35
年
に
わ
た
り

商
工
会
の
役
員
と
し
て
活
動
。
特
に
会
長

職
は
５
期
14
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
本

所
と
支
所
の
機
能
分
担
や
組
織
改
革
の
推

進
、「
支
所
活
動
の
活
発
化
」
な
ど
新
た

な
発
想
で
商
工
会
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

熊
高
一
雄
県
連
顧
問
が

　
令
和
７
年
春
の
叙
勲
に
て

　
　
　
　
旭
日
小
綬
章
を
受
章

　

な
お
、
叙
勲
伝
達
式
は
令
和
７
年
５
月

28
日
に
東
京
都
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大

臣
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
㈭
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
中
区
基
町
）
に
て
、「
令
和
７
年
度
第

64
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
、
出
席
者
34

名
（
内
委
任
状
１
名
）
の
も
と
、
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
平
田
圭
司
会
長
は
、現
在
、

世
界
情
勢
が
不
安
定
で
あ
り
、
特
に
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
関
税
政
策
の
影
響
が
大
き

く
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
も
人
手
不
足
や

賃
上
げ
の
問
題
も
深
刻
で
あ
り
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
「
防
衛
的
賃

上
げ
」
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
県
に

対
し
て
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
陳
情
・
要

望
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

大
き
く
変
わ
る
経
営
環
境
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
連
合
会
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
基
づ
き
活
動
し
て
き
た
が
、

こ
の
度
次
の
５
年
を
見
据
え
た
「
第
二
次

総
合
基
本
計
画
」
を
新
た
に
策
定
し
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
と
、

そ
れ
を
支
え
る
商
工
会
組
織
の
構
築
に
重

点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
連
会
館
の
移

　

総
会
終
了
後
に
開
催
し
た
「
正
副
会
長

研
修
会
」
で
は
、
千
瑞
穂
法
律
事
務
所　

代
表
弁
護
士　

加
藤
健
一
郎
氏
と
全
国
商

工
会
連
合
会
組
織
支
援
部
長　

田
中
拓
氏

を
講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
「
事
例
か
ら

学
ぶ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
」、「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
の
實
國
局

長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
珠
算
検
定
実
施
・
商
工
貯

蓄
共
済
事
業
の
推
進
・
先
駆
的
事
業
実
施

に
優
秀
な
実
績
を
残
し
た
商
工
会
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に

貢
献
し
た
商
工
会
に
株
式
会
社
広
島
銀

行
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
か

平田会長挨拶

奥本理事就任挨拶講師の田中部長講師の加藤弁護士

令
和
７
年
度

『
第
64
回
通
常
総
会
』

『
第
64
回
通
常
総
会
』

開
催
開
催
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
５

月
８
日
㈭
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
田
中
町
）
に
て
、「
令
和
７

年
度
通
常
総
会
・
第
１
回
商
工
会
青
年
部

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
で
は
、「
青
年
部
の
魅
力
の
伝
え
方
・

部
員
勧
奨
方
法
等
」
に
つ
い
て
、
参
加
者

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
目
的
と
し
て
、

新
規
部
員
獲
得
の
た
め
、
各
青
年
部
独
自

の
工
夫
や
魅
力
を
加
え
た
伝
え
方
を
共
有

す
る
こ
と
、
ま
た
、
参
加
し
た
部
員
同
士

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
の
良
さ
を
共
有

す
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
①
商
工
会
青

年
部
と
は
何
で
す
か
？
」、「
②
入
部
し
て

何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」
の
２

つ
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
30
分
間
で
実

施
。
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、青
年
部
活
動
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
①
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
な
ど
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
す

る
こ
と
に
よ
る
、
地
元
に
根
差
し
た
自
社

経
営
の
実
現
、
②
県
青
連
や
商
工
会
で
の

経
営
に
関
す
る
研
修
会
等
へ
の
参
加
に
よ

る
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
③
そ
し
て
何
よ
り
、
青
年
部
活
動
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
仲
間
づ
く
り
（
人
脈
づ

く
り
）
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

を
ま
だ
青
年
部
に
加
入
し
て
い
な
い
若
手

経
営
者
に
勧
め
る
等
の
声
掛
け
を
行
い
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、
部
員
増
強
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

た
他
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が
行

わ
れ
、
第
24
代
会
長
に
尾
道
し
ま
な
み
商

令
和
７
年
度

『
通
常
総
会（
第
１
回
青
年
部

　
　
　
　
　
　
研
修
会
）』
開
催

『
通
常
総
会（
第
１
回
青
年
部

　
　
　
　
　
　
研
修
会
）』
開
催

〜
第
24
代
県
青
連
会
長
に

　
　奥
本
隆
三
氏（
尾
道
し
ま
な
み
）を
選
出
〜

〜
第
24
代
県
青
連
会
長
に

　
　奥
本
隆
三
氏（
尾
道
し
ま
な
み
）を
選
出
〜

県
青
連

ら
、
商
工
会
の
共
済
制
度
「
か
が
や
き
」

の
普
及
推
進
に
寄
与
し
た
商
工
会
に
広
島

県
中
小
企
業
共
済
協
同
組
合
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山根副知事からの祝辞

被表彰者を代表して福山北商工会の関藤会長が謝辞

就任にあたり抱負を述べる奥本新会長

工
会
青
年
部
の
奥
本
隆
三
氏
が
選
任
さ
れ

た
他
、
新
た
に
17
名
が
新
役
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

会　

長　

奥
本
隆
三
（
尾
道
し
ま
な
み
）

副
会
長　

�

高
田
龍
三
（
広
島
安
佐
）、
銭

谷
綾
介
（
大
野
町
）、
濱
浪
一

紀
（
黒
瀬
）、
藤
井
利
彦
（
神

辺
町
）、
舛
元
幸
起
（
備
北
）

理　

事　

�

佐
々
木
知
之
（
安
芸
太
田
町
）、

熊
高
順
八
（
安
芸
高
田
市
）、

迫
寛
和
（
江
田
島
市
）、
松
本

修
（
宮
島
町
）、
向
井
裕
太
郎

（
広
島
県
央
）、
竹
保
良
祐
（
世

羅
町
）、佐
藤
真
深
（
福
山
北
）、

平
岡
正
通
（
神
石
高
原
）、
片

岡
裕
章
（
東
城
町
）

監　

事　

�

佐
々
木
和
博
（
安
芸
太
田
町
）、

岡
田
翔
真
（
宮
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
17
名
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通
常
総
会
終
了
後
に
は
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
「
県
青
連
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
長
表
彰
（
経
営
革
新
計
画
等
承
認
事
業

所
・
部
員
増
強
運
動
）
と
広
島
県
商
工
会

青
年
部
顕
彰
を
受
賞
さ
れ
た
青
年
部
員
等

が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。（
被
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
）。

１
．
経
営
革
新
計
画
等
認
定
者

　

⑴　

仁
井
大
輔
（
三
原
臨
空
）

　

⑵　

森
下
惠
介
（
大
崎
上
島
町
）

　

⑶　

永
井
英
夫
（
尾
道
し
ま
な
み
）

　

⑷　

今
治
敦
雄
（
尾
道
し
ま
な
み
）

　

⑸　

宮
池
研
吉
（
神
石
高
原
）

　

⑹　

甲
山
聖
人
（
三
次
広
域
）

　

⑺　

三
上
直
樹
（
三
次
広
域
）

　

⑻　

梶
川
真
路
（
府
中
町
）

２
．
部
員
増
強
運
動

　

①
部
員
増
加
（
純
増
）
数

　
　

沼
隈
内
海
、
三
次
広
域

　

②
新
規
加
入
部
員
数

　
　

広
島
東

　

③
部
員
増
加
比
率

　
　

沼
隈
内
海

　

④
女
性
部
員
新
規
加
入
数

　
　

沼
隈
内
海

　

⑤
若
手
部
員
（
20
代
）
新
規
加
入
数

　
　

広
島
東

３
．
青
年
部
顕
彰

　

⑴�　

人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

　
　
　

矢
城
達
明
（
三
次
広
域
）

　

⑵　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門

　
　
　

土
井
尊
徳
（
広
島
県
央
）

　

⑶　

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門

　
　
　

大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年
部

研修会では部員同士で積極的に意見交換を行いました

　

５
月
20
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
広
島
国
際
会
議
場
（
広
島
市

中
区
中
島
町
）
に
て
「
令
和
７
年
度�
第

59
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

人
出
席
31
名
、
委
任
状
出
席
２
名
、
計
33

名
の
出
席
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。松
井
美
椰
子
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

議
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
広
島
安
佐
商
工
会
女
性
部
の

中
山
泉
部
長
が
指
名
さ
れ
、
参
加
者
の
協

力
の
も
と
、
円
滑
に
議
事
が
進
行
し
ま
し

た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

・
第
１
号
議
案

　

�　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
（
監
査
報
告
）

・
第
２
号
議
案

　

�　

役
員
の
補
欠
選
任
に
関
す
る
件

　

第
２
号
議
案
で
は
、
芸
北
南
ブ
ロ
ッ
ク

の
役
員
欠
員
に
伴
い
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
祇

園
町
商
工
会
女
性
部
長
・
河
野
千
恵
美
氏

が
新
た
な
理
事
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

出
席
者
の
皆
様
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
承

諾
の
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
、
来
賓
と
し
て
湯
﨑

英
彦
広
島
県
知
事
（
代
理
：
和
田
貴
博
商

工
労
働
局
経
営
革
新
課
担
当
課
長
）
及
び

平
田
圭
司
広
島
県
商
工
会
連
合
会
会
長
を

お
迎
え
し
、
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
黒
木
保
江
副
会
長
の
閉
会
の
辞
に

よ
り
、総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
令
和
７
年
度
第
一
回
目

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、

広
島
県
は
被
爆
80
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
広
島
の
地
で
商
売
を
営
ん
で
い
る

女
性
部
員
に
と
っ
て
、
平
和
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
は
重
要
で
あ
る
と
の
想

い
の
も
と
、「
被
爆
体
験
伝
承
講
話
」
と

題
し
、
被
爆
体
験
伝
承
者
の
原
紺
充
氏
に

よ
る
講
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
被
爆
者
で

あ
る
川
本
省
三
さ
ん
の
体
験
と
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
想
い
を
軸
に
し
た
お
話
は
多
岐

に
わ
た
り
、
単
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
原
爆
投
下
後
の
広
島
の

生
々
し
い
実
情
、
そ
し
て
被
爆
さ
れ
た

方
々
が
経
験
さ
れ
た
言
葉
で
は
表
現
し
が

た
い
苦
し
み
や
差
別
の
実
態
に
触
れ
、
参

加
者
は
そ
の
重
み
に
静
か
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

被
爆
か
ら
80
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

令
和
７
年
度

『
第
59
回
通
常
総
会
・
商
工
会

　
　
　
　女
性
部
研
修
会
』
開
催

『
第
59
回
通
常
総
会
・
商
工
会

　
　
　
　女
性
部
研
修
会
』
開
催

一
つ
一
つ
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
。
補
欠
役
員
の
選
任
も
承
認
。

午
後
は
「
平
和
を
考
え
る
講
話
」
に
耳
を
傾
け
る

一
つ
一
つ
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
。
補
欠
役
員
の
選
任
も
承
認
。

午
後
は
「
平
和
を
考
え
る
講
話
」
に
耳
を
傾
け
る

県
女
性
連
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る
今
、
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
そ
の
貴
重
な
体
験
を
次
世
代
へ

正
確
に
、
そ
し
て
心
に
響
く
形
で
伝
え
る

「
被
爆
体
験
伝
承
者
」
の
役
割
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
今
回
の
講
話
を
通
じ
て
、
平
和
の
尊
さ
、

命
の
尊
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
原
紺
氏
が
語
る
川
本
さ
ん

の
体
験
は
、
当
時
の
状
況
を
鮮
明
に
想
像

　

県
女
性
連
通
常
総
会
と
同
日
同
会
場
に

て
「
第
25
回
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
広

島
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
広
島
県
大
会
に
は
、
芸
南
地
域
協
議
会

代
表
の
山
奥
幸
子
さ
ん
（
江
田
島
市
商
工

会
女
性
部
）、
芸
北
・
備
北
地
域
協
議
会

代
表
の
藤
原
洋
子
さ
ん
（
三
次
広
域
商
工

会
女
性
部
）、
中
央
・
備
南
地
域
協
議
会

代
表
の
益
元
圭
子
さ
ん
（
三
原
臨
空
商
工

会
女
性
部
）
の
３
名
が
出
場
。
リ
ハ
ー
サ

ル
で
の
立
ち
位
置
確
認
の
際
に
は
、
壇
上

か
ら
の
見
慣
れ
な
い
景
色
に
緊
張
の
様
子

を
見
せ
て
い
た
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
本
番

の
発
表
で
は
堂
々
と
、
女
性
部
活
動
が
自

身
に
も
た
ら
し
た
変
化
や
学
び
、
地
域
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
熱
意
あ
ふ
れ
る
発
表
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、

三
原
臨
空
商
工
会
女
性
部
の
益
元
圭
子
さ

ん
で
し
た
。
三
原
市
本
郷
地
域
で
美
容
室

を
営
む
益
元
さ
ん
は
、「
ワ
ン
パ
ワ
ー
か

ら
チ
ー
ム
パ
ワ
ー
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

発
表
し
、
突
然
の
地
域
の
代
表
就
任
か
ら

始
ま
っ
た
自
身
の
歩
み
を
語
り
ま
し
た
。

初
め
は
す
べ
て
を
一
人
で
抱
え
て
い
た
も

の
の
、
仲
間
に
頼
り
、
支
え
合
う
こ
と
で

活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
経
験
を
振
り
返

り
、
女
性
部
活
動
で
得
た
「
人
と
つ
な
が

る
力
」
が
事
業
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い

る
と
、
実
感
を
込
め
て
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

審
査
後
に
は
、
審
査
委
員
長
で
あ
る
中

国
新
聞
社
経
済
担
当
部
長
山
瀬
隆
弘
氏
か

ら
講
評
が
あ
り
、
発
表
者
を
含
め
た
広
島

県
の
商
工
会
女
性
部
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

益
元
さ
ん
は
、
７
月
に
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
る
「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
主
張
発
表
大
会
」
に
、
広
島
県
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

研修会（被爆体験講話）の様子 今回選任された河野理事を含めた現役員の皆さん

さ
せ
、
平
和
の
尊
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ

れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

応援団として駆け付けた三原臨空商工会女性部の皆さん

プレゼンター・広島県商工労働局経営革
新課の和田担当課長（左）と最優秀賞を
受賞した益元さん（右）

『
第
25
回
商
工
会
女
性
部

　主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
開
催

『
第
25
回
商
工
会
女
性
部

　主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
開
催

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
。

　

―

最
優
秀
賞
は
三
原
臨
空
商
工
会
の
益
元
圭
子
さ
ん―

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
。

　

―

最
優
秀
賞
は
三
原
臨
空
商
工
会
の
益
元
圭
子
さ
ん―

県
女
性
連
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
６
月
14
日
㈯
、
広
島
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
）

に
て
、
第
20
回
商
工
会
職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
県
内
全
商
工
会
か

ら
、２
３
０
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
大
き
く
２
部
構
成
に

な
っ
て
お
り
、
前
半
は
経
営
支
援
事
例
発

表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
２
１

名
の
経
営
指
導
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
４

名
の
好
事
例
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
順
位
を
競
う
と
い
う
よ

り
も
好
事
例
を
職
員
全
員
で
共
有
し
、
一

人
ひ
と
り
が
日
々
の
業
務
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
組
織
全
体
の
支
援
力
を
向
上
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
発
表
者
も
大
変
高
度
な
支
援

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
①
事
業
承
継
支
援

か
ら
始
ま
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
中
で

も
事
業
者
の
思
い
を
形
に
す
る
支
援
を
継

続
し
て
行
っ
た
安
芸
高
田
市
商
工
会
の
清

水
経
営
指
導
員
、
②
事
業
者
に
最
も
身
近

な
支
援
者
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
と
し

て
、
専
門
家
等
と
連
携
し
な
が
ら
伴
走
支

援
を
行
っ
た
沼
田
町
商
工
会
の
清
代
経
営

指
導
員
、
③
創
業
後
、
各
種
支
援
施
策
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
伴
走
者
と

し
て
状
況
に
応
じ
た
的
確
な
支
援
を
行
っ

た
江
田
島
市
商
工
会
の
田
部
経
営
指
導

員
、
④
工
夫
を
凝
ら
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

専
門
家
活
用
の
際
の
ル
ー
ル
づ
く
り
等
、

支
援
者
目
線
を
意
識
し
た
事
例
発
表
を

行
っ
た
沼
隈
内
海
商
工
会
の
三
谷
経
営
指

導
員
と
、
い
ず
れ
も
他
の
職
員
の
模
範
と

な
る
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
田
部
経
営
指
導
員
が
見
事
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
10
月
９
日
㈭
に
山
口
県
で
開
催

さ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
は
、
職
員
協
議
会
が
近

年
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
明

る
い
職
場
づ
く
り
の
実
現
」
を
踏
ま
え
、

商
工
会
及
び
好
事
例
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。広
島
安
芸
商
工
会
と
県
連
は
、

事
務
所
移
転
に
お
け
る
課
題
や
オ
フ
ィ
ス

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
今

後
５
か
年
の
県
連
の
基
本
方
針
と
な
る

「
県
連
第
二
次
総
合
基
本
計
画
」
に
つ
い

て
県
連
遠
山
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
30

年
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
福
山
あ
し
な
商
工

会
の
脇
安
事
務
局
長
が
受
賞
者
を
代
表
し

て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
多
く
の
職
員
の

日
々
の
地
道
な
業
務
推
進
が
あ
っ
て
こ

そ
、
商
工
会
の
事
業
者
支
援
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
情
報
交
換

会
を
開
催
。
商
工
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
ま
た

職
制
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
目
的
と
し

て
全
席
自
由
席
と
し
、
多
く
の
職
員
と
積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
自
身

の
日
々
の
業
務
に
気
づ
き
や
改
善
に
繋
げ

て
い
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

☎（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

☎（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

☎（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

☎（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

☎（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

☎（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

県内全商工会から230名が参加 井上職協会長（中央）と経営支援事例発表者４名

職
協

令
和
７
年
度
　
第
20
回
商
工
会
職
員

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
７
年
度
　
第
20
回
商
工
会
職
員

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〜
江
田
島
市
商
工
会
の
田
部
経
営
指
導
員
が

　経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
最
優
秀
賞
を
受
賞
〜
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ご融資額 2,000万円以内
利率（年） 1.80％（令和７年６月２日現在）

ご返済期間

運転資金　10年以内（うち据置期間２年以内）
運転資金とは、商品の仕入や買掛金決済、給与支払等のための事業資金

設備資金　10年以内（うち据置期間２年以内）
設備資金とは、店舗新築、増改築、機械・車両等の購入のための事業資金

ご利用いただける方

①�　常時使用する従業員が商業・サービス業で５人以下（宿泊業、娯楽業は20人以下）、製造業・そ
の他で20人以下の事業者であること。
② �最近１年以上、同一商工会の地区内で事業を行っている事業者であること。
③ �６ヵ月以上、商工会の経営指導を受けていること。
④ �各種税金（所得税、法人税、事業税等）をすべて納付していること。
⑤ �商工業者であり、かつ、日本政策金融公庫　国民生活事業の非融資対象業種でないこと。

ご持参いただく書類

法人の方
・前期・前々期の決算書および確定申告書
・決算後６ヵ月以上経過している場合は、最近の残高試算表
・法人税・事業税・都道府県民税などの領収書または納税証明書
・履歴事項全部証明書（商業登記簿謄本）（新規申込みの場合など）
・見積書・カタログ等（設備資金でお申し込みの場合）

個人事業主の方
・前年・前々年の決算書（または収支内訳書）および確定申告書
・所得税・事業税などの領収書または納税証明書
・見積書・カタログ等（設備資金でお申し込みの場合）

※状況に応じて追加書類を提出する場合があります。

こんなお悩みありませんか？
　・営業車両が老朽化したので買い替えたい。
　・新商品を開発するためにまとまった材料仕入資金が必要。
　・月末に支払いが集中するので諸経費支払い資金が必要。

初めての事業者も全力でサポートします。商工会にご相談ください。
　マル経融資制度は、無担保・無保証人・低金利（固定）で融資を受けることができる制度です。

マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資ご利用の手順
商工会へ申込み

商工会が審査、推薦

日本政策金融公庫が審査、融資
（審査の結果、お客様のご希望にそえない場合があります。）

マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度）のご案内
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　利用者の減少が続くJR木次線・芸備線を
応援しようと、東寿園福祉作業所では、鉄道
ファンにも人気の「キハ120形」をモチーフ
にしたオリジナル土鈴（どれい）を制作され
ています。
　カラフルな車体を再現したラインナップは
全３種類：
　• 木次線カラー（黄色と緑色のライン） １種
　• 芸備線カラー（紫色と青色・オレンジ色
　  と赤色のライン） ２種
　中には鈴が入っており、揺らすと「リンリ

ン♪」とやさしい音色が響きます。
飾って楽しむもよし、鈴の音に癒されるのも
また一興。
　電車ファンの方はもちろん、木次線・芸
備線に思い出のある方々に記念品としても
大好評で、なんと４月だけで50個以上販売
される人気商品となっています。
　すべて手作業で丁寧に作られており、１日
に作れる数には限りがございますので、ご興
味のある方は、ぜひお早めにお求めくださ
い ！

木次・芸備線 キハ120形
販売者：東寿園福祉作業所（庄原市東城町）　　夢ぷらざ　推しの逸品！ 販売価格：1,200円（税込）

JR木次線・
芸備線応援

 ！ 

キハ120形
オリジナル

土鈴

　　　　　
　　　　好

評販売中

「C
opilot

」
な
ど
、
専
門
知
識
不
要
で
使
え

る
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
が
各
社
か
ら
次
々
発
表

さ
れ
、
議
事
録
作
成
、
企
画
案
の
た
た
き
台
、

画
像
の
自
動
生
成
な
ど
、
生
産
性
も
２
～
10

倍
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
単
な
る
時
短
ツ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
」
そ
の
も

の
を
補
助
し
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
発
想

力
を
拡
張
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
手
間
を
減
ら
し
、
価
値
あ
る
仕
事

に
集
中
で
き
る
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
グ
ー
グ
ル
検
索
（
い
わ
ゆ
る
“
グ

グ
る
”）
は
複
数
サ
イ
ト
を
開
い
て
比
較
・
要

約
す
る
手
間
が
あ
り
ま
し
た
。「Perplexity

」

は
質
問
に
対
し
、
信
頼
性
の
高
い
情
報
を
要

約
し
出
典
付
き
で
提
示
。
調
べ
物
に
か
か
る

時
間
を
大
幅
短
縮
し
、
判
断
や
資
料
作
成
の

ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。“
検

索
”
が
“
対
話
型
リ
サ
ー
チ
”
へ
と
進
化
し

て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ス
タ
マ
ー
対
応
、

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
、
多
く
の
業
務

に
生
成
Ａ
Ｉ
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。
使
い
こ

な
す
こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、

業
務
品
質
や
ス
ピ
ー
ド
も
大
幅
ア
ッ
プ
。

“
試
し
て
学
ぶ
”
が
第
一
歩
で
す
。

　

Ｄ
Ｘ
相
談
窓
口
を
週
３
日
程
度
開
設
し
、

Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
遠
隔
相
談

体
制
を
整
備
。
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
む
事
業
者

の
掘
り
起
こ
し
を
行
な
い
、
職
員
に
は
支
援

の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
事
業
者
Ｄ
Ｘ
支
援

を
実
行
す
る
た
め
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
）
に
取
り
組
む
。
よ

り
実
践
に
近
い
形
式
で
の
知
識
・
支
援
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
し
、
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　

職
員
が
本
来
の
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境

を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
な
技
術
等
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
商
工
会
Ｄ
Ｘ
を
推
進
。
生

成
Ａ
Ｉ
や
遠
隔
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
支
援
体
制

の
構
築
な
ど
に
試
験
的
に
取
り
組
み
、
県
下

商
工
会
に
波
及
さ
せ
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
Ｄ
Ｘ
や
生
成
Ａ

Ｉ
に
関
す
る
ト
レ
ン
ド
や
導
入
事
例
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｘ
は
「
効
率
化
」
が
中
心

で
し
た
が
、
今
や
Ａ
Ｉ
が
“
創
造
”
の
領
域

に
突
入
。「C

hatG
PT

」
に
代
表
さ
れ
る
生

成
Ａ
Ｉ
は
、
文
章
・
画
像
・
企
画
ま
で
“
自

動
で
生
み
出
す
”
能
力
を
持
ち
、
業
務
の
在

り
方
を
根
本
か
ら
変
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
「C

h
atG
P
T

」、「P
erp
lex
ity

」、

　

令
和
５
年
度
か
ら
２
年
間
、「
Ｄ
Ｘ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
し
て
、
事
業
者
支
援
、
職
員
の

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な

ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
７
年
度
よ
り
新
た
に
取
り

組
む
「
Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
」
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
次
の
５
年

間
を
見
据
え
た
「
第
二
次
総
合
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｄ
Ｘ
を
通

じ
た
事
業
者
の
生
産
性
向
上
、
持
続
的
発
展

を
特
に
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
捉
え
、
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
支
援
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向

け
た
取
り
組
み
や
、
商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
環
境
整

備
を
加
速
さ
せ
、
業
務
効
率
化
や
生
産
性
向

上
と
い
っ
た
次
の
段
階
へ
の
移
行
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
向
け
て
、「
あ

る
べ
き
姿
」
へ
の
道
筋
を
描
き
、
Ｉ
Ｔ
の
力

で
形
に
し
て
ミ
ラ
イ
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
」
を
新

た
に
掲
げ
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
引
き
上
げ
て
、
３
つ
の
柱
を
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス（
第
１
回
）

第
二
次
総
合
基
本
計
画
で
の
位
置
づ
け

事
業
者
支
援

使
え
る
無
料
Ａ
Ｉ
・
驚
き
の
効
果

革
命
⁉　

人
の
「
考
え
る
」
が
変
わ
る

「
グ
グ
る
」
か
ら
「
パ
プ
ル
」
へ

➡

ビ
ジ
ネ
ス
が
“
再
設
計
”
さ
れ
る

商
工
会
Ｄ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ム
（
第
１
回
）

Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
旋
風
の
出
現

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
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■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済 ： 引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）

１
．中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
（
表
１
）

【
要�　
　

件
】
人
手
不
足
に
悩
む
中
小
企

業
等
に
対
し
て
、
省
力
化
投
資
を
支

援
す
る
こ
と
で
中
小
企
業
等
の
付
加

価
値
額
や
生
産
性
向
上
を
図
り
、
賃

上
げ
に
つ
な
げ
る
。

【
対�

象
経
費
】
機
械
装
置
・
シ
ス
テ
ム
構
築

費
（
必
須
）、
技
術
導
入
費
、�

専
門
家
経

費
、
運
搬
費
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利

用
費
、
外
注
費
、
知
的
財
産
権
等
関
連

経
費

２
．
新
事
業
進
出
補
助
金

【
要�　
　

件
】
既
存
の
事
業
と
は
異
な
る
、

新
市
場
・
高
付
加
価
値
事
業
へ
の
進

出
に
か
か
る
設
備
投
資
等
を
支
援
し
、

新
規
事
業
へ
の
挑
戦
を
促
進
す
る
。

【
補�

助
対
象
】
企
業
の
成
長
・
拡
大
に
向

け
た
新
規
事
業
へ
の
挑
戦
を
行
う
中

小
企
業
等

【
補
助
上
限
】
７
５
０
万
円
～
９
，０
０
０
万
円

【
補
助
率
】
１
／
２

【
対�

象
経
費
】
機
械
装
置
・
シ
ス
テ
ム
構
築

費
、建
物
費
、
運
搬
費
、
技
術
導
入
費
、

知
的
財
産
権
等
関
連
経
費
、
外
注
費
、

専
門
家
経
費
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

利
用
費
、
広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
費

３
．小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
表
２
）

　

地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模

事
業
者
等
の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
持
続
的
な
経

営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
販
路
開

拓
等
の
取
り
組
み
を
支
援
。

４�

．
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生

産
性
向
上
促
進
補
助
金

【
要�　
　

件
】
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
社
の
技
術
力
等

を
活
か
し
て
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
す
る
。

【
補
助
上
限
】
７
５
０
万
円
～
２
，５
０
０
万
円

【
補�

助
率
】
小
規
模
事
業
者
２
／
３
、

中
小
企
業
１
／
２

【
対�
象
経
費
】
機
械
装
置
・
シ
ス
テ
ム
構

築
費
、
運
搬
費
、
技
術
導
入
費
、
知

的
財
産
権
等
関
連
経
費
、
外
注
費
、

専
門
家
経
費
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

利
用
費
、
原
材
料
費

　

※
経
費
ご
と
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

５
．
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
（
表
３
）

　

労
働
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
等
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
サ
ー
ビ
ス

等
）
の
導
入
を
支
援
す
る
。

６
．
事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
補
助
金

【
要�　
　

件
】
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
経
営
資
源

を
他
者
か
ら
引
継
ぐ
、
あ
る
い
は
他

者
に
引
継
ぐ
予
定
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
（
個
人
事
業
主
を
含

む
。）

【
補
助
上
限
】
８
０
０
万
円
以
内

【
補
助
率
】
２
／
３
又
は
１
／
２

【
対�

象
経
費
】
Ｍ
＆
Ａ
支
援
業
者
に
支
払
う

手
数
料
（
Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関
登
録
制
度

に
登
録
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
ま
た
は
Ｍ
＆
Ａ
仲

介
業
者
に
よ
る
Ｆ
Ａ
ま
た
は
Ｍ
＆
Ａ
仲

介
費
用
に
限
る
）、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス　
費
用

等
７
．
業
務
改
善
助
成
金

【
要�　
　

件
】
業
務
改
善
助
成
金
は
、
生

産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
投
資
等
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
場
内
最
低
賃

金
を
一
定
額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合

に
、
そ
の
設
備
投
資
等
に
か
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
。

【
補
助
上
限
】
30
万
円
～
６
０
０
万
円

※�

10
人
以
上
の
上
限
区
分
は
特
例
事
業
者

が
対
象
。

※�

事
業
場
内
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額

や
、
引
き
上
げ
る
労
働
者
数
に
よ
り
上

限
が
変
わ
る
。

【
補
助
率
】
生
産
性
向
上
に
資
す
る
設

備
投
資
等
に
か
か
っ
た
費
用
に
一
定

の
助
成
率
を
か
け
た
金
額
と
助
成
上

限
額
と
を
比
較
し
、
い
ず
れ
か
安
い

方
の
金
額

【
対�
象
経
費
】
生
産
性
向
上
に
資
す
る
設

備
投
資
等

　

各
種
補
助
金
や
助
成
金
は
更
新
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
の
際
は
各

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各
種
補
助
金
・
助
成
金
等
の
情
報

令
和
７
年
６
月
現
在
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カタログ注文型 一　　般
投資内容 簡易で即効性がある省力化投資 オーダーメイド性のある多様な省力化投資
補助対象 カタログに記載された省力化効果のある汎用製品 個別現場の設備や事業内容に合わせた設備導入・システム構築
補助上限 最大1,500万円（従業員数による） 最大１億円（従業員数による）
補 助 率 1/2以下 1/3～2/3

一般型 創業型通常枠 インボイス特例 賃金引上げ特例

要　　件 経営計画を作成し販路開拓
等に取り組む小規模事業者

免税事業者から課税事業者
に転換

事業場内最低賃金を50円以
上引き上げる小規模事業者

産競法に基づく「認定市区町村による特定創
業支援等事業の支援」を受けた小規模事業者

補助上限 50万円 補助上限
50万円上乗せ

補助上限
150万円上乗せ

200万円
※インボイス特例は適用

補 助 率 2/3 2/3

対象経費
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンライ
ンによる展示会・商談会等を含む）、旅費、開発費、借料、委託・外注費（税
理士等への相談・コンサルティング費用など）

通常枠同様

通常枠 インボイス枠
インボイス対応類型 電子取引類型

要　　件 IT ツールを導入して、業務効率化や
DXを推進

IT ツール等を導入して、インボイス
制度に対応

発注者手動で IT ツールを受注者に共
有し、取引先のインボイス対応を促す

対象経費 ソフトウェア費、クラウド利用料（最
大２年分）、導入関連費

ソフトウェア費、クラウド利用料（最大２
年分）、導入関連費、ハードウェア購入費

クラウド利用料
（最大２年分）

補助上限
IT ツールの業務プロセスが１～３つ
まで：５万円～150万円
４つ以上：150万円～450万円

ITツール：１機能：～50万円
　����������������２機能以上：～350万円
PC・タブレット等：～10万円
レジ・発売機等：～20万円

～350万円

補 助 率 中小企業：1/2
～50万円以下：3/4（小規模事業者：4/5）
50万円～350万円：2/3
ハードウェア購入費：1/2

中小企業：2/3
大企業：1/2

中小企業省力化投資補助金（表１）

小規模事業者持続化補助金（表２）

IT導入補助金（表３）
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